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【背景・目的・目標（指標）】 

 大樹漁業協同組合（以下「漁協」）では、若手漁業者 10名で結成した｢大樹サクラマス養

殖事業化研究会｣（以下「研究会」）が旭浜漁港内（図１）の海面で令和２年からサクラマ

ス養殖試験を取り組んでいる（図２）。 

海面養殖を開始する前のサクラマス種苗は、それまで飼育していた淡水から海水に適用さ

せる「海水馴致」（以下「馴致」）が必要となる。そのため搬入した種苗を漁協荷捌所内（浜

大樹漁港）の円形水槽（直径４ｍ）に収容して２日間かけて馴致した後、15㎞先にある旭

浜漁港まで移送し養殖生け簀（以下「生け簀」）２基に収容していた（図３）。こうした状

況から指導所では、種苗搬入から生け簀収容までの工程で種苗へのハンドリング回数が多

いことや、長時間の馴致によって種苗に過度のストレスが生じていると考えた。そこで、

宮城県南三陸町のギンザケ海面養殖で使われている短時間馴致を参考に、研究会と共にハ

ンドリング軽減と作業及び馴致時間短縮に取り組んだ。 

【普及の内容・特徴】 

指導所から研究会に対し、南三陸町の馴致方法である「50％の海水濃度を最終的に 80％

程度まで上昇させ、２時間かけて生け簀に収容している（2019:養殖ビジネス）」ことを報

告した。研究会員からは「サクラマスでも同様にできるのか」など不安の声が聞かれたこ

とから、指導所から馴致試験の提案を行い、令和５年５月に試験を実施した。 

【成果・活用】 

50尾を用いて塩分濃度や時間を変えながら試験を行った結果、漁協荷捌所から旭浜漁港

への移動時間も含めた４時間で生け簀に収容でき、その後の種苗のへい死はみられず、４

時間の馴致時間でも問題ないことが確認できた（表１，図４）。 

馴致時間を２日から４時間に短縮できたことで、収容する生け簀数を２基から４基に増

やすことができた。また、２日馴致では生け簀のある旭浜漁港から離れた漁協荷捌所で馴

致してきたが、４時間馴致では直接、旭浜漁港での馴致が可能となったことで作業工程の

削減にも繋がった。現在では、生け簀内に張ったターポリンシート（以下「シート」）の中

で馴致することで、その後シートを外すだけで生け簀に収容することができ、作業の効率

化とハンドリングを軽減させることができた（図５）。 

【達成度自己評価】 

４ 目標（指標）はほぼ達成できた（76～100％） 

【その他】 

 馴致中の塩分濃度及び水温の把握や種苗収容の判断については、指導所の指導を基に行

われているが、今後は研究会員のみで実施できるよう技術普及を図っていく必要がある。

また、シートを使用した馴致では平均体重 300ｇの小型種苗でしか試していないため、そ

れ以上の大型種苗を馴致する場合は、酸欠等を防ぐためのエアレーション等の導入検討も

進めていく必要がある。 

 



 

 

 

 

 
 図１ 旭浜漁港の位置図 

 図２ 水揚げの様子 

図３ 令和２～４年までの海水馴致の様子 

 

 

図４ 輸送タンク内での海水馴致試験の様子 図５ ターポリンシートを利用した海水馴致 

表１ 海水馴致試験結果 

経過
日数

時間
経過
時間

海水濃度
(%)

備考 時間
海水濃度
(%)

備考

9:00 － 0.0
種苗搬入・タモ使用

海水馴致開始
9:00 30.0

種苗搬入・馴致開始
安定・１時間

10:00 1 5.0 海水注入 10:00 50.0 安定・１時間

11:00 2 10.0 海水注入 11:00 70.0 安定・１時間

12:00 3 15.0 海水注入 12:00 80.0
旭浜移送

安定・１時間

13:00 4 20.0 海水注入 13:00

15:00 6 30.0 海水注入

18:00 9 45.0 海水注入

21:00 12 60.0 海水注入

0:00 15 75.0 海水注入

3:00 18 90.0 海水注入

6:00 21 100.0 海水注入

9:00 24 100.0
翌日

24時間後

10:00 26 100.0
輸送トラック収容
タモ使用・旭浜移送

11:00 27

１
　
日
　
目

２
　
日
　
目

令和２～４年：円形水槽(直径４m）

旭浜漁港内生け簀へ収容

令和５年試験：タンク(1.5㌧）

旭浜漁港内生け簀へ収容


